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１．はじめに	 	

 自然豊かな環境での工事では，夜間照明により多

くの昆虫が照明に誘引される．そのため，食物連鎖

による生態系への影響が考えられ，誘虫対策が必要

となる．今回の地熱資源の調査（以降“調査”とす

る，東日本旅客鉄道(株)，日本電設工業(株)，日本重

化学工業(株)と共同で実施）では，自然豊かな環境で

ある国立公園内で夜間作業を行う計画であり，夜間

照明を使用する予定であった．有識者からは，使用

する照明に関して低誘虫性の照明の使用等を検討す

るよう求められており，周辺環境への配慮が非常に

重要であった．筆者らはこれまでの知見 1)から同一

光量の水銀灯と比較して Na 灯，LED 灯が昆虫の誘引

防止に効果があることを確認していたため，本調査

でも Na 灯，LED 灯を夜間照明に使用した．本論文で

は，実際の調査で Na 灯，LED 灯を使用した場合の誘

虫状況の確認結果について概要を述べる． 

２．試験等から得られた照明の誘虫性について	

 これまでの試験等 1)から多くの建設現場で多用さ

れる水銀灯の誘虫量を 100％とした場合，Na 灯が 8

～28％，LED 灯が 3～7％まで誘虫量を低減できるこ

とを，東北，近畿，中国地方の建設現場にて確認し

た（図 1）．そこで本調査では，作業の多い箇所では，

作業する人の目に違和感のない白色系の LED 灯を，

その他通路等では橙色系の Na 灯を主に使用するこ

ととした． 
 

  

図1 夜間照明の種類と誘虫量 

３．試験方法	

 今回の試験は岩手県の国立公園内での調査区画内

で，令和 2 年 9 月 8 日 18：30 から 9 月 9 日 5：30

まで実施した（図 2）．今回は，目視による確認とト

ラップでの捕獲を実施した．目視による状況確認は

調査区画内の全域で実施し， トラップでの捕獲試験

は Na 灯，LED 灯の各 1 箇所ずつで実施した（図 3，

4）．トラップ試験は Na 灯，LED 灯の下部にエタノー

ル入りの捕虫ビンを設置し，照明に誘引された昆虫

が捕虫ビンに落下して捕獲される仕組みとした． 
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図 2 調査全体写真 

 

 
図 3 トラップ試験（Na 灯）  

 

 
図 4 トラップ試験（LED 灯） 
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4．試験結果及び考察	

（1）A目視による確認 

今回は，夜間照明に誘引される昆虫の特徴を目視

にて確認した．Na 灯は同じ照明でも本調査区画内の

設置場所，照射方向によって誘虫状況が異なってお

り，一部には大型のガ類が集まっていた（図 5）．ま

た，Na 灯の下では飛翔できなくなったガ類が多く観

察された．一方，本調査区画内のいずれの LED 灯も

Na 灯よりも誘引される昆虫が少ない状況で，大型の

ガ類の誘引も確認できなかった（図 6）． 

（2）トラップでの捕獲試験 

今回の試験で捕獲された昆虫を図 7，8	に示す．今

回の試験で捕獲されたチョウ目は全て夜行性のガ類

である．Na 灯と比較すると，LED 灯では捕獲数が少

なかった．次に捕獲された昆虫の種類と個体数を表 1

に示す．	 図 1 と同様に Na 灯より LED 灯の誘虫性は

低く，6 分の 1 程度であることが確認された．また，

Na 灯ではハエ目が多数確認された．	

（3）照度の測定 

 トラップを設置した照明の照度（Lux）を測定する

と，Na 灯は 479 Lux（直線距離 3.31 m），LED 灯は    

1,344 Lux（直線距離 4.46 m）であった．LED 灯の方

が高い照度を確保できているにも関わらず，Na 灯に

多くの昆虫が誘引された．これは，紫外線発生量が

原因と考えられる．一般的に夜行性の昆虫の多くは

紫外線に良く誘引される 2)．今回使用した照明を照

度約 16,000 Lux で統一して紫外線量を測定したとこ

ろ Na 灯は 0.004 mW/cm2，LED 灯 0.000 mW/cm2で

あった．Na 灯からは微量の紫外線が発生しているが，

LED 灯は殆ど紫外線が発生していないことを確認し

た．Na 灯と比べて LED 灯の方が紫外線量が少ないた

め，今回の試験結果が得られたと考えられる． 

5．まとめ	 	

 今回の試験では，実際の調査で使用している Na

灯と LED 灯の誘虫状況ついて，目視による確認，ト

ラップ試験を実施した結果，いずれも Na 灯より LED

灯の方が誘虫性が低い傾向が見られた．今回の試験

結果から，作業環境の照度を確保しなければならな

い一方で，周辺環境からの昆虫の誘引も低減したい

場合には，LED 灯の活用がより有効であると考えら

れる．今回の報告が，LED 灯の有効利用が推進され

る一助となれば幸いである． 

 
表 1 捕獲した個体数	
目 Na 灯 LED 灯 

チャタテムシ  1  0 

カメムシ  3  0 

コウチュウ  6  0 

ハエ 92 13 

チョウ  7  3 

トビケラ  2  0 

ハチ 18  3 

合計 129 19 
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図 5 Na 灯の誘虫状況  

 
図 6  LED 灯の誘虫状況 

 

 
図 7 捕獲された昆虫  

（Na 灯） 

 
図 8 捕獲された昆虫 

 （LED 灯） 
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